
増やそう！広げよう！！

支援の輪
令和元年１１月１９日（火）
大阪府立 西浦支援学校

地域支援リーディングスタッフ

令和元年度

大阪府障がい児等療育支援事業 全体研修



本日の流れ

①大阪府立西浦支援学校の紹介

➁特別支援教育、個別の教育支援計画について

③各機関の連携と支援学校の役割





最寄駅：近鉄古市駅
駅から南へ1.2km

近くを流れる
「大乗川」のカモ



二上山・古市
古墳群一望！

～本校屋上より～



・児童生徒数（R元．５．１現在）

小学部 １０４名（男子81 女子23）

中学部 ８５名（男子49 女子36）

高等部 ２０９名（男子132 女子77）

合計 ３９８名

・教職員数 約１7０名



＜通学区域＞

①羽曳野市
②藤井寺市
③松原市

④柏原市
⑤東大阪市（向陽学園）

⑥堺市（美原区、東区、

北区の一部）

注)⑥は高等部のみ



教員の業務

教科指導

生徒指導

保護者
対応

行事関連

学校運営

その他



校務分掌

教務企画部（事務・企画・システム）
生活指導部（児童生徒指導・保健安全・児童生徒会）
育成研修部（研修・研究・育成）
支援進路部（支援・進路）
総務部（バス・備品予算・情報・ＰＴＡ）

・それぞれの部の中で、チームに分かれて業務を遂行
・支援教育コーディネーターは「支援進路部」に属する

西浦支援学校



学校生活
８：５５ 通学バス到着、登校

自立活動（小：生活）

９：５０ 午前の授業

１１：４０頃 給食・休憩

１２：３０頃 特別活動

１３：００ 午後の授業（中・高）

１３：２０ 通学バス発車、下校（小）

午後の授業（小）

１４：５０ 自立活動（小：生活）

１５：２０ 通学バス発車、下校



小学部時間割



中学部時間割



高等部時間割



特色ある教育活動
地域とのかかわり

・行事の公開（体育大会など）

・「にしうらしえんマルシェ」

・近隣福祉施設での発表（演奏）
など

交流活動

・近隣の小、中、高等学校との交流

・南河内地区合同運動会、作品展参加

・居住地校交流

・学部間交流 など



特別支援教育
「これまでの特殊教育の対象の障害だけでな
く、その対象でなかったＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能
自閉症も含めて障害のある児童生徒に対し
てその一人一人の教育的ニーズを把握し、
当該児童生徒の持てる力を高め、生活や学
習上の困難を改善又は克服するために、適
切な教育や指導を通じて必要な支援を行うも
のである」

（文部科学省 「今後の特別支援教育の在り
方について（最終報告）」

Ｈ１５．３



・大阪市

Ｈ３１年度 「大阪府支援教育地域支援整備事業」における地域ブロック内の連携体制

豊能
ブロック

・能勢町
・豊能町
・箕面市
・池田市
・豊中市

・茨木市
・吹田市
・摂津市
・高槻市
・島本町

・枚方市
・交野市
・守口市
・寝屋川市
・四條畷市
・門真市
・大東市

・東大阪市
・八尾市
・柏原市

・松原市
・藤井寺市
・羽曳野市
・富田林市
・大阪狭山市
・千早赤阪村
・太子町
・河内長野市
・河南町

・和泉市
・高石市
・泉大津市
・忠岡町

・岸和田市
・貝塚市
・熊取町
・泉佐野市
・田尻町
・泉南市
・阪南市
・岬町

北河内
ブロック

中河内
ブロック

南河内
ブロック

泉北
ブロック

泉南
ブロック

三島
ブロック

◆中津支援

豊中支援

箕面支援

◆茨木支援

高槻支援

吹田支援

摂津支援

◆西浦支援

富田林支援

藤井寺支援

◆堺支援

和泉支援

泉北高等支援

堺支援

大手前分校

◆岸和田支援
泉南支援
佐野支援

１

◆守口支援

交野支援

四條畷校

枚方支援

寝屋川支援

交野支援

とりかい高等支援 ①

すながわ高等支援 ④

たまがわ高等支援 ③

むらの高等支援 ②

○数字は、オブザーバー 参加する地域

大阪市
ブロック

◆住之江支援

思斉支援 難波支援

生野支援 東淀川支援

東住吉支援 光陽支援

西淀川支援 平野支援

２ ３ ４

◆八尾支援

東大阪支援

５

◆なにわ高等支援 ⑤

大阪南視覚支援 大阪北視覚支援 生野聴覚支援

堺聴覚支援 中央聴覚支援

刀根山支援光陽支援

◆平成３1年度推進校、幹事校

羽曳野支援

◆だいせん聴覚高等支援



個別の教育支援計画



『オリジナルロードマップ』

本人の状態・実態をつぶさに明ら
かにし把握したうえで発達的・認
知的・学習的課題を設定し、その
達成のための手立てを講じる。

・短期的：指導計画
・長期的：教育支援計画



個別の教育支援計画
作成・活用・運用

★学校が作成
★本人中心、保護者のもの
★関係機関との連携ツール
★合理的配慮の盛り込み
★作成→実施→評価→改善
のプロセスが大事



プロフィール



生活マップ



生活の様子



生活の様子



目標設定



保護者確認



実習の記録
（高１～3）



卒業後の支援ネットワーク
（高3のみ）



•相談支援事業所、放デイ事業所との情報
共有
•校内ケース会議
•主治医訪問
•ヘルパー
•学童保育
•年金や福祉サービスなどの申請
→生育歴や実態の確認
•進路先、転校先への引継ぎ
•要保護児童等のモニタリング
（見守り）及び定期報告

活用場面



連携例：児童発達支援事業所・
放デイ事業所・学校

★小学部児童 情報交換会
●参加者 児童発達支援事業所・

放デイ担当者・保護者・担任

●内容 「対人行動について」

関わっている機関が集まり情報共有

学校・放デイ・家庭での取り組みの情報共有

指導方針の共通理解・

共通の方法（カード、サイン等）



連携例：放デイ事業所・学校

★小学部児童 ケース会議

●参加者 放デイ担当者・保護者・担任・部主事

●内容 「国語・算数の学習」など

教育支援計画・指導計画をもとに情報共有

学校・放デイ双方の具体的取り組みを共有し

保護者「学校・放デイのそれぞれの良さが分かった」

今後も継続的に情報交換の場を設けることに



連携例：相談支援事業所・学校

★高等部生徒 ケース会議

●参加者 相談支援事業所職員・部主事・保護者

支援教育コーディネーター・担任

●内容 両者の支援計画・指導計画をもとに

課題・実態・ニーズの共有

職員が定期懇談に同席
月1回のモニタリング

保護者の安心感につながり、問題行動↓



支援学校の役割

★教育機関としての学習・育ちの支援

★児童生徒の生きやすさを獲得するた
めのお手伝い

→保護者や関係機関と連携しつつ、

集団の渦の中で「自己肯定感」

「自己有用感」を育てる


